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特集「より豊かで安心・安全な社会を実現するための
コラボレーション技術とネットワークサービス」の

編集にあたって

櫨山 淳雄1,a) 塚田 晃司2,b)

近年スマートフォン等の携帯端末が急速に普及し，新た

なコラボレーションシステムやネットワークサービスが登

場してきている．その一方で，携帯端末の普及により，セ

キュリティ等の問題も現れてきた．また，東日本大震災に

おいて，インターネットや Twitterに代表される情報通信

技術は大きな役割を果した．それとともに，未曾有の災害

に直面して情報通信技術が果たすべき新たな課題も明らか

になった．このような状況認識から，私たちの社会・地域，

日常生活，ビジネス，教育・学習などさまざまな場面を，よ

り豊かで快適にし，より安心・安全にするコラボレーショ

ンシステムやネットワークサービスの研究開発をいっそう

推進していくことが求められると考えた．

本特集号では，より豊かで安心・安全な社会を実現する

ためのコラボレーション技術とネットワークサービスに着

目し，分散コラボレーション，ユビキタスコンピューティ

ング，ソーシャルコンピューティング，知識・情報共有，

教育・学習支援，医療・福祉のためのネットワークサービ

ス，防災・減災のためのネットワークサービス，セキュア

なネットワークサービスなどに関する論文を募集した．

本特集号には 31件の論文が投稿された．2012年 4月に

第 1回編集委員会を開催した．この委員会で投稿論文が特

集号のテーマに合致しているかを審議し，30件を対象と

して査読を開始した．2012年 6月に第 2回編集委員会を，

2012年 10月に第 3回編集委員会を開催し，慎重な審議の

結果，最終的に 14件の論文を採録した（採録率 47%）．

本特集号では，ソーシャルコンピューティングシステム

やそこで交わされるコミュニケーションの分析，組織にお

ける知識伝承支援，セキュリティ対策支援，電子トリアー

ジ訓練システム，多言語コミュニケーション支援，遠隔に

いる人同士の共食場面を扱った研究，Web上でのコミュニ

ケーションを円滑に行うための手法，屋内歩行者の位置推
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定，クラウド上での教育支援といった，より豊かで安心・

安全な社会を実現するためのコラボレーション技術とネッ

トワークサービスに関するすぐれた論文を掲載することが

できた．

今回残念ながら不採録になった論文の中にも興味深い内

容の論文が多くあった．著者の皆様には，ぜひともご研究

を継続され，再投稿されることをお願いしたい．

最後に，本特集号発行のためにご尽力いただいた編集委

員の皆様ならびに査読委員の皆様，学会事務局に深く感謝

申し上げる．
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